生きものにぎわうため池再生事業実施要綱
平成２４年４月１０日付け農整第５４号
各農林事務所長　様

農地整備課長

第１　　趣旨

本事業は、“緑豊かな「清流の国ぎふ」づくり”における施策の１つである“豊かな森づくり・清らかな川づくり”を推進するため、里地における生態系の保全を図ることを目的とする。
農業用ため池は、農業用の水を貯めておく役割だけではなく、魚や貝、昆虫等の多くの生きものが生息する里地の一部を形成している。しかし、近年は、耕作放棄地の増大によるため池の管理不足、外来種の侵入など様々な要因により農業用ため池の環境は崩れつつある。
このため、“生きものにぎわうため池再生事業”（以下「本事業」という）を実施し、里地の生態系の保全を図るモデル的な取組み等を推進する。
第２　　事業の内容

本事業は、ため池に生息する外来種の駆除等を実施する。なお、標準内容は次のとおり。
１　生きもの調査

２　外来種の捕獲、駆除作業

３　外来種の放流防止対策

４　その他
第３　　実施主体
本事業の実施主体は岐阜県とする。
第４　　事業費
本事業の実施に係る費用の財源は「清流の国ぎふ森林・環境税」、「清流の国ぎふ森林・環境基金」とし、当該年度予算の範囲内で県負担（１０分の１０）とする。
第５　　事業の実施等
１　本事業は市町村の要望に基づき所管の農林事務所長が実施するものとし、事業実施を要望する市町村（以下「申請者」という。）は、知事が別に定める実施要望申請書（以下「申請書」という。）を、所管する農林事務所長を経由して知事に提出するものとする。

２　知事は、１により提出を受けた場合、その内容を審査のうえ、実施することが適当であると認めるときは、知事が別に定める実施決定通知書を、所管する農林事務所を経由し申請者へ通知する。
３　申請書の提出時期は、本事業実施年度の４月１日から７月３１日までとする。
第６　　実施要件

本事業の実施にあたっては、下記の要件を全て満たさなければならない。

１　事業の対象は、県が把握しているため池で、農業用ため池台帳に記載されているもの（以下「ため池」という）を対象とする。

２　ため池の日常管理が良好であり、事業実施後も日常管理が継続して行われること。

３　近隣にある他のため池のモデル的な事業となりうるため池であること。
４　事後評価等の協力が得られること。
５　事業の実施に際し、ため池管理者、地域住民等と協力して行われること。

第７　　実施要望申請の変更
１　第５の２で実施を決定した申請書について、次の項目に該当する変更等が生じた場合、申請者は知事が別に定める実施要望変更申請書（以下「変更申請書」という）を、所管する農林事務所を経由して知事に提出しなければならない。
　　　　 ・申請書の重要な変更
・申請書の取下げ

・その他変更申請書の提出が必要と認められる変更
２　知事は、１により変更申請書を受けた場合、その内容を審査のうえ、これが適当であると認めるときは、知事が別に定める実施変更決定通知書を、所管する農林事務所を経由し申請者へ通知する。

第８　　その他
この要綱に定めるもののほか、この事業の実施について必要な事項は、別に定めるところによるものとする。
（附　則）
　　　　この要綱は平成２４年４月１日から施行するものとし、平成２４年度事業より適用する。

